
試験委員の指示があるまで、下の事項を読みなさい。

〔　書　式　設　定　〕

ａ． 1行の文字数を 3 0 字に設定すること。
ｂ．プロポーショナルフォントは使用しないこと。

〔　注　意　事　項　〕

1 ．ヘッダーに左寄せで受験級、試験場校名、受験番号を入力する
こと。
2．問題のとおり、すべて全角文字で入力すること。
3．長音は必ず長音記号を用いること。
4．入力したものの訂正や、適語の選択などの操作は、制限時間内
に行うこと。
5．問題は、文の区切りに句読点を用いているが、句点に代えてピ
リオドを、読点に代えてコンマを使用することができる。ただし、
句点とピリオド、あるいは、読点とコンマを混用することはでき
ない。混用した場合はエラーとする。
6．時間が余っても、問題文を繰り返し入力しないこと。
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⑪〔無断複製を禁ず〕
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第 4級　速度部門問題　（制限時間10分）

寒い季節には、運動中にけがをする人が増える。これは、気温が

低いために体が冷えることで、筋肉の反応が遅くなるのが原因だ。

けがをしないためには、事前に体を十分に温めて、動きに対応でき

るように準備することが大切だ。

その際、服装にも注意が必要である。寒さの対策として、風を通

さずに、保温性のある素材の服を着用するとよい。また、服を重ね

て着ることで、体温の調節もできるようになる。けがに注意しなが

ら、冬のスポーツを楽しもう。
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